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第 1 章 　 イ ンス ト ール

1.1 システム要件
　 イ ン ス ト ール前に、PC 仕様などを確認し ておき ます。 こ こに記述する以外の詳細については リ リ ース ノー
ト （PC、 Linux） をご参照下さい。

1.1.1 Windows 環境の要求仕様

　 要求仕様は以下の通 り です。

• CPU Intel Pentium も し く は Pentium 互換 CPU

• OS Windows 10 （64bit）

• メ モ リ 16 GB 以上のシステム メ モ リ ー

• HDD 10 GB 以上の HDD 空き容量

• 1024 × 768 グ ラ フ ィ ッ クデ ィ スプレ イ

• Microsoft 互換マウ スおよびマウ ス ド ラ イバー

• ネ ッ ト ワーク カード （アダプター） と ネ ッ ト ワーク接続

• JavaScript 互換のウ ェブブラ ウザ

1.1.2 Linux 環境の要求仕様

　 Linux/Ubuntu 環境の要求仕様は以下の通 り です。

• CPU Intel Pentium か Pentium 互換 CPU、 または AMD Opteron

• OS 64bit のみ、 Red Hat Enterprise Linux ver. 6.6 または 7、 或いは Ubuntu ver.16.04 LTS

• メ モ リ 2 GB 以上のシステム メ モ リ ー

• 他は Windows 環境と同様

1.2 ダウ ン ロード
　 Radiant のイ ン ス ト ーラは、 有償版か無償版かに関わらず共通で、 ウ ェブサイ ト から ダ ウ ン ロー ド し ます
（DVD メ デ ィ アがご希望の場合は、 別途担当営業 ・ FAE までお問合せ く ださい）。

　 ダウ ン ロードする際にはユーザーアカ ウ ン ト でサイ ン イ ン （Sign In） する こ と が必要です。 ユーザーアカ 
ウ ン ト を作成済の場合は、 第 1.2.2 項に進みます。

1.2.1 ユーザーアカ ウ ン ト の作成

　 ウ ェブブラ ウザで Lattice のホームページを開 く と、 上部 ト ッ プ メ ニュー右端に ”Sign In | Register” が表示   
されています （図 1-1） 。 ユーザーアカ ウ ン ト が未作成の場合は ”Sign In | Register” の右側 （Register） を ク    
リ ッ ク し ます。 図 1-3 のよ う な登録ウ ィ ン ド ウが表示されます。 アカ ウ ン ト 作成済みでサイ ン イ ン し ていな 
い場合は ”Sign In | Register” の左側 （Sign In） を ク リ ッ ク し ます。 図 1-2 のウ ィ ン ド ウが表示されますので、     
登録し た Email と Password を入力し て 『Sign In』 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 サイ ン イ ン済みの場合は同じ メ 
ニューの位置が ”Sign Out | <Name>” と表示されます。
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図 1-1. ホームページ ・ ト ッ プ メ ニュー

　 ユーザーアカ ウ ン ト が未作成の場合は、 ”Sign In” ウ ィ ン ド ウ下部の ”Create Account” を ク リ ッ ク し て も登  
録ウ ィ ン ド ウにジ ャ ンプでき ます。

図 1-2. ユーザーアカ ウ ン ト のサイ ン イ ン

図 1-3. 新ユーザーアカ ウ ン ト 作成ページ （部分）
1-2 Lattice Radiant イ ンス ト ール
©2022 Macnica, Inc.



Rev.3.2
　 アカ ウ ン ト 作成ページ （図 1-3） で各セルを入力後 （赤色の ” ＊ ” 印があ る項目は必須入力です）、 ニュー 
ス配信希望する際に ”Yes” 文先頭をチェ ッ ク し ます。 その下の使用許諾文を読んで文末のボ ッ ク スにチェ ッ
ク を入れて、 最後にページ下部の 『Create Account』 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます （必須）。

　 ”Registration Complete” 画面が出ればアカ ウ ン ト は作成されますが、画面内に ”Notice: Email Confirmation is    
Required” と明記されている通 り 、登録し た メ ールア ド レ ス宛に確認 メ ールが届き ますので、 この メ ール内に
書かれているページを開いて、 アカ ウ ン ト 作成が完了し ます。 それ以後は Lattice のウ ェブサイ ト を開 く と
Sign In 状態にな り ます。

1.2.2 パッ ケージのダウ ン ロード

　 各ソ フ ト ウ ェア・パッ ケージは、ユーザーアカ ウ ン ト でサイ ン イ ン後に以下の URL に移動し ます （Products
→ （”Software Tools” セ ク シ ョ ンの） Radiant）。

https://www.Latticesemi.com/Products/DesignSoftwareAndIP/FPGAandLDS/Radiant

図 1-4. Radiant のダウ ン ロード ・ セ ク シ ョ ン

　 ページ下部 ”Software Downloads & Documentation” セ ク シ ョ ン右端にあ るダウ ン ロード （Downloads） 枠内   
にあ る ”Downloadable Software” を ク リ ッ クする と （図 1-4）、その下にダウ ン ロード可能な Windows 用と Linux  
用パッ ケージ一式への リ ン ク一覧が表示されます。

図 1-5. License Agreement の確認表示

　 パッ ケージ名のいずれかを ク リ ッ クする と、 使用許諾書のサイ ト へジ ャ ンプし ますので （図 1-5）、 ”I have  
read and agree to the above License Agreement” 文頭のボ ッ ク スにチェ ッ ク し て （ラ イセン ス条項に合意し た       
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もの と されます）、 『Download』 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 チェ ッ ク し ない と ボタ ンがア ク テ ィ ブにな り ませ
ん。 その後フ ァ イルのダウ ン ロード が開始されます。 ダウ ン ロード される フ ァ イルは zip フ ァ イルです。

　 ちなみに、 旧バージ ョ ン （アーカ イブ） のダウ ン ロード は以下の URL から行います （表示される までには
時間がかか り ます）。ページ中央の ”Documentation Archive” セ ク シ ョ ンの右側、”Downloadable Software” を ク  
リ ッ クする と、 ダウ ン ロード可能なパッ ケージ一式への リ ン ク が表示されます。

https://www.Latticesemi.com/Support/SoftwareArchive

1.3 イ ン ス ト ール手順

1.3.1 Windows 版のイ ン ス ト ール

　 ダウ ン ロード し た zip フ ァ イルを展開し、 生成される exe フ ァ イルをダブルク リ ッ クする と、 イ ン ス ト ー
ルが開始されます。 始めにイ ン ス ト ールの注意点について書かれたウ ィ ン ド ウが開き ます （図 1-6）。

• ス ムーズな イ ン ス ト ールのために、 他のアプ リ ケーシ ョ ンを停止させる （推奨）

• イ ン ス ト ールには Administrator 権限が必要 （必須）

　 Administrator 権限のないアカ ウ ン ト でロ グ イ ン し ている場合は、ウ ィ ン ド ウ右下の 『終了』 ボタ ンを ク リ ッ
ク し て イ ン ス ト ールを中止し、 Administrator 権限のあ る アカ ウ ン ト でロ グ イ ン し なおし ます。 問題がなけれ
ば 『次へ >』 ボタ ンを ク リ ッ ク し て次へ進みます。

図 1-6. セ ッ ト ア ッ プの開始

　 次は、 イ ン ス ト ールする フ ォルダパスの設定です （図 1-7）。 デフ ォル ト では ”C:\lscc\radiant\3.2” にイ ン 
ス ト ールされます。 選択し たフ ォルダの下に、 バージ ョ ンご と に分かれて イ ン ス ト ールされますので、 1 台
の PC に複数バージ ョ ンを イ ン ス ト ールする場合でも、 パス設定を変えて イ ン ス ト ールする必要はあ り ませ
ん。 　 デフ ォル ト 以外のパスにイ ン ス ト ールする場合は、 『参照 (B)...』 ボタ ンを ク リ ッ クする と立ち上がる
ウ ィ ン ド ウで、 イ ン ス ト ールする フ ォルダを選択し ます。

　 パスの選択が完了し た ら、 『次へ >』 ボタ ンを ク リ ッ ク し て次へ進みます。
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図 1-7. イ ン ス ト ールする フ ォルダパスの設定

　 次はイ ン ス ト ールする コ ンポーネン ト の選択です。 デフ ォル ト では全て イ ン ス ト ールされます。 不要なプ
ロ グ ラ ムを イ ン ス ト ールし ない場合は、 行先頭のボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し てチェ ッ ク をはずし ます。

図 1-8. イ ン ス ト ールする コ ンポーネン ト の選択

・ FPGA Devices

イ ン ス ト ールし ないデバイ ス フ ァ ミ リ ーを指定する こ と ができ ます

・ Programmer 3.2

Radiant で生成し たデータ をデバイ スに書き込むのためのプロ グ ラ ムです

・ Mentor ModelSim Lattice Edition

論理シ ミ ュ レータです

　 選択が完了し た ら 『次へ >』 ボタ ンを ク リ ッ ク し て先に進みます。

　 次は、 使用許諾に関する確認です （図 1-9）。 ウ ィ ン ド ウ内に表示されている記述内容を確認し、 同意する
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のであれば 『ラ イセン スに同意する』 ボタ ンを ク リ ッ ク し次へ進みます。 『ラ イセン スに同意し ない』 ボタ ン
を ク リ ッ クする と イ ン ス ト ールは中止されます。

図 1-9. Radiant の使用許諾確認

　 次は、Windows のス ター ト メ ニューの登録名設定です。デフ ォル ト では ”Lattice Radiant Software 3.2” です。   
変更する必要があ る場合は適切な名前に変更し、 『次へ >』 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

図 1-10. Windows ス ター ト メ ニューの表示名確認

　 この後、 ”Create shortcut on desktop” ウ ィ ン ド ウが表示されます （省略） ので、 Yes/No いずれかを選択し   
て 『次へ >』 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

　 セ ッ ト ア ッ プの最後にこれまでの設定内容がすべて表示され、 確認を促し ます （図 1-11） 。 問題なければ 
『次へ >』 ボタ ンを ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ールを開始し ます。 変更の必要があ る場合は 『< 戻る』 ボタ ンを ク
リ ッ ク し て該当する ウ ィ ン ド ウ まで戻って設定し直し ます。
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図 1-11. セ ッ ト ア ッ プ設定内容の確認

　 最後にセ ッ ト ア ッ プ内容を確認し、 『イ ン ス ト ール』 ボタ ンを ク リ ッ ク し て イ ン ス ト ールを開始し ます。 イ
ン ス ト ールが完了する と、その旨の メ ッ セージが表示されますので、『Finish』ボタ ンを ク リ ッ ク し て終了です。

1.3.2 Linux/Ubuntu 版のイ ン ス ト ール

　 イ ン ス ト ール手順についてはイ ン ス ト ール・ガイ ド （ウ ェブサイ ト での ド キ ュ メ ン ト 名は） ”Lattice Radiant 
Software 3.2 Installation Guide for Linux/Ubuntu” （フ ァ イル名は 『Radiant32InstallLinuxUbuntu.pdf』） をご参照     
下さい。

　 ・ 事前にイ ン ス ト ールされている必要があ る システム ・ パッ ケージがあ り ます。 イ ン ス ト ール ・ ガイ ド に
リ ス ト があ り ます

　 ・ Radiant 本体以外に三つのス タ ン ド ア ローン ・ ツール （消費電力見積も り ツール、 プロ グ ラ マー、 オン
チッ プ ・ ロジ ッ ク ・ アナラ イザー Reveal） も用意されています

1.4 ラ イセン スの入手

1.4.1 ラ イセン ス種別

　 Radiant は表 1-1 のよ う な ラ イセン ス形態になっています。無償版と有償版は使用するプロ グ ラ ムは全て同 
じで、 配置配線 （PAR） プロセス まではラ イセン スが無 く て も実行でき ます。 ビ ッ ト ス ト リ ーム生成などの
”Export Files” プロセスが、 デフ ォル ト のス ト ラ テジー設定では実行でき ません （）。

表 1-1. Radiant のラ イセン ス形態

ラ イセンス種別 有効期間 OS ラ イセンス形態 備考

Free （無償） 1 年 Windows/Linux ノ ー ド ロ ッ ク、 フ ローテ ィ ング SERDES 非搭載デバイス

Subscription （有償） 1 年 Windows/Linux ノ ー ド ロ ッ ク、 フ ローテ ィ ング 全デバイスフ ァ ミ リー

1.4.2 無償版ラ イセン スの入手

　 無償版ラ イセン スは、以下の URL から申請し ます（”Support” → ”Licensing” → ”Lattice Software Licenses”）。  
Windows 版も Linux 版も同じです。 サイ ン イ ン し ている必要があ り ます。

https://www.latticesemi.com/Support/Licensing
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図 1-12. 無償版ラ イセン スの申請ページ

　 ①このページでは、 まず使用する PC のネ ッ ト ワーク カード の MAC ア ド レ ス （physical address） 12 文字を 
「Host 　 NIC （physical address）」 欄に ”-” （ハイ フン） 有 り で入力し ます。 MAC ア ド レ スは、 Windows な  
ら コマン ド プロ ンプ ト でコマン ド ”ipconfig /all” を実行すれば ”physical address” と し て得られます。Linux  
の場合は、 コマン ド ”ifconfig” を実行する と ”HWadress” と し て得られます （root 権限で実行）。

　 　 複数のネ ッ ト ワーク カード が挿されている場合でも、 正常に動作し ている カード の MAC ア ド レ ス どれ
か １ つのを入力すれば問題あ り ません。

　 ②次にその直下の ”I verify …” の記述を確認し て、 問題なければ行先頭のボ ッ ク スにチェ ッ ク を入れます。

　 ③これで 『Generate License』 ボタ ンがア ク テ ィ ブにな り ますので、 一回のみク リ ッ ク し ます。 ラ イセン ス 
が生成されて メ ールで送られて き ます。

1.4.3 有償版ラ イセン スの入手

　 有償版ラ イセン ス購入後の、 ラ イセン ス ・ フ ァ イル生成の方法について記述し ます （有償版の購入につい
ては、 代理店担当営業か FAE にお問い合わせ く ださい）。

図 1-13. ラ イセン ス申請ページへの移動方法 １

　 有償版を購入する と Lattice からはシ リ アル番号が メ ールで送付されてき ます。 ラ イセン ス ・ フ ァ イルはこ
れを ウ ェブページに入力し、 申請する こ と で入手し ます。
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　 ラ イセン ス申請ページへの移動は、 図 1-13 のよ う に、 ①ホームページの ト ッ プ メ ニ ューにあ る ”Support” 
の上にマウ スポイ ン ターを動かすと、 ウ ィ ン ド ウ左上に ”Licensing” 他四つの項目が表示されます。表示され
ている状態で （ク リ ッ クせずに） ②マウ スポイ ン ターを ”Licensing” の上に動かすと、 さ らにウ ィ ン ド ウ右側
にサブ項目が四つ表示されますので、 ③ ”Lattice Software Licenses” を ク リ ッ ク し ます。

図 1-14. ラ イセン ス申請ページへの移動方法 ２

　 あ るいは、図 1-14 のよ う にホームページ下部にあ る ”Software Licensing” を ク リ ッ ク し て も移動でき ます。  
ラ イセン ス申請ページ （Software Licensing） ページの ト ッ プは図 1-15 のよ う になっています。

図 1-15. ラ イセン ス申請ページの ト ッ プ

　 このページの中ほどに Radiant 用 リ ン ク ”Subscription licensing form” があ り ますので （図 1-16）、 これを ク   
リ ッ ク し ます。

図 1-16. ラ イセン ス申請フ ォームへの リ ン ク

　 有償ラ イセン ス申請の最初のページが図 1-17 のよ う に表示されます。

図 1-17. 有償ラ イセン ス申請の始め

　 こ こ で ”Request a New License” を ク リ ッ クする と、 図 1-18 のよ う なページが表示されます。 このページ    
上部には登録情報が自動的に入力されているはずですので、 シ リ アル番号など、 赤枠内を入力し ます （①）。
こ こ で、 「Product」 セルには以下のいずれかを、 「NIC」 セル （MAC ア ド レ ス） は ”-” な しで入力し ます。

ノード ロ ッ ク 新規 LSC-SW-RADIANT-NL 更新 LSC-SW-RADIANT-NL-R
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フ ローテ ィ ング 新規 LSC-SW-RADIANT-FL 更新 LSC-SW-RADIANT-FL-R

　 Lattice の全ツール対象のラ イセン ス LSC-SW-ALL-NL/-FL(-R) も用意されています。

図 1-18. ラ イセン ス ・ リ ク エス ト 入力ページ

　 以上を完了し た ら （②）、 『Save』 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 登録し た メ ールア ド レ ス宛にラ イセン ス ・ フ ァ
イルが送付されて き ます。

1.5 ラ イセン ス設定

1.5.1 ノ ード ロ ッ ク ・ ラ イセン スの設定

　 ノード ロ ッ ク ・ ラ イセン スの場合は、 Lattice から提供されたフ ァ イルを編集せずに使用し ます。 Radiant を
デフ ォル ト 設定イ ン ス ト ールする と、 システム環境変数 ”LM_LICENSE_FILE” はパス情報を付加し て自動的
に更新されますので、 ラ イセン ス ・ フ ァ イルを以下のフ ォルダに置けば、 Radiant が起動し ます。

c:\lscc\radiant\3.2\license

　 デフ ォル ト 以外のパスにイ ン ス ト ールし た り ラ イセン ス ・ フ ァ イルを置 く 場合は、 ”LM_LICENSE_FILE” を
確認し て必要に応じ て編集し ます。

1.5.2 フ ローテ ィ ング ・ ラ イセン スの設定 （サーバー側）

1.5.2.1 ラ イセンス ・ フ ァ イルの編集

　 Radiant のフ ローテ ィ ング用ラ イセン ス ・ フ ァ イルは、 入手後に使用する環境に合わせて編集する必要があ
り ます。 ラ イセン ス ・ フ ァ イルには、 以下のよ う に記述されている部分があ り ますので、 これを次のよ う に
編集し ます。 SERVER 行が複数の場合も あ り ますが、 全て編集し ます。 Diamond と異な り 、 ModelSim 用デー
モン mgcld の設定は不要です。

SERVER nodename <NIC ID> < ポー ト 番号 >

DAEMON Lattice daemon_path

nodename

SERVER 行の ”nodename” の部分はホス ト 名 （サーバー名） に書き換えます。 Windows でイ ン ス ト ー

　 　 　 　 ル PC とする場合、 ” コ ン ト ロールパネル ” → ” システム ” で表示される 「コ ンピ ューター名」 が
　 　 　 　 該当し ます。
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NIC ID

SERVER 行の ”NIC ID” の部分が申請時に使用し た ものであ る こ と を確認し ます。

ポー ト 番号

SERVER 行の末尾の数値は、（ク ラ イ アン ト に対し て公開するポー ト ではな く ） 内部で使用するポー
ト 番号で、 1700 や 7788 などで送付されてき ます。 他のプロ グ ラ ムで使用されていなければ書き換
え る必要はあ り ません。 他のプロ グ ラ ム と同じポー ト 番号になっていた場合は、 適切な番号に変更
し ます。

DAEMON Lattice daemon_path

”daemon_path” 部のみを、 ラ イセン スデーモンのあ るパスに書き換えます （”DEAMON Lattice” 部は 
編集し てはいけ ません） 。 デフ ォル ト 設定で イ ン ス ト ールし た場合は、 以下の よ う にな り ます。
Windows ではフ ァ イル名まで、 Linux ではデーモンのあ るデ ィ レ ク ト リ までを記述し ます。 なお、
Windows では指定するデーモン と使用する Radiant のバージ ョ ンが一致し ている必要があ り ます。

Windows 記述例

C:\lscc\radiant\3.2\ispfpga\bin\nt64\Lattice.exe

Linux 記述例

/usr/local/radiant/3.2/bin64/lin

1.5.2.2 ラ イセンス ・ フ ァ イルパス

　 フ ローテ ィ ング ・ ラ イセン スの場合、 ラ イセン ス ・ フ ァ イルのパスは任意ですが、 ノード ロ ッ ク と同じ よ
う に以下のパスに置 く こ と を推奨し ます （Windows の場合の例）。

C:\lscc\radiant\3.2\license

1.5.2.3 ラ イセンス ・ デーモンの起動

Windows の場合

　 Windows でラ イセン ス ・ デーモンを起動するには、 まず以下のプロ グ ラ ムを実行 （ダブルク リ ッ ク） し ま
す。 する と、 ラ イセン ス ・ マネージャーが起動し ます。

C:\lscc\radiant\3.2\ispfpga\bin\nt64\lmtools.exe

図 1-19. ラ イセン ス ・ マネージ ャーの設定

　 ラ イセン ス ・ マネージ ャーでは、 まず [Config Services] タブ （図 1-19） でデーモンやラ イセン ス ・ フ ァ イ  
ル等の指定を行います。 「Service Name」 セルには、 任意の名前を入力し ます。 「Path to the lmgrd file」 および     
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「Path to the license file」 セルには、 それぞれ lmgrd と ラ イセン ス ・ フ ァ イルのパス を入力ます。 lmgrd フ ァ イ    
ルは、 デフ ォル ト では以下のパスにイ ン ス ト ールされています。

C:\lscc\radiant\3.2\ispfpga\bin\nt64\lmgrd.exe

　 「Path to the debug log file」 セルには、 ロ グ出力のフ ァ イル名を入力し ます。出力先フ ォルダ と フ ァ イル名 ・

拡張子は任意ですが、 ラ イセン ス ・ フ ァ イル と同じ フ ォルダに分か り やすい名前で出力する こ と を推奨し ま
す。 「Use Services」 にチェ ッ ク し てア ク テ ィ ブにする と、 グレーアウ ト されている 「Start Server at Power Up」     
も有効にな り ます。 これにチェ ッ ク を入れてお く と、 PC 起動時にラ イセン スサーバーも起動し ます。

　 設定が完了し た ら、 右上の 『Save Services』 ボ タ ンを ク リ ッ ク し ます。 確認を促す小ウ ィ ン ド ウが出ます 
ので、 『はい』 を ク リ ッ ク し ます。 パス設定に誤 り があ る と メ ッ セージが出ます。

図 1-20. ラ イセン ス ・ マネージ ャーの起動 ・ 停止

　 次に [Start/Stop/Reread] タブへ移動し ます。 ウ ィ ン ド ウ中央に ”lmgrd” サービ ス候補が リ ス ト されますの 
で、 [Config Services] タブの 「Service Name」 セルに入力し た Radiant 用のサービ ス名を選択し （図 1-20） 、   
『Start Server』 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ラ イセン スサーバーが起動し ます。 Windows フ ァ イ アーウ ォールの 
許可確認ウ ィ ン ド ウが表示される場合があ り ますが、 許可し ます。 『View Log...』 を ク リ ッ ク し て ロ グフ ァ イ 
ルを開き、 期待通 り に動作し ている こ と を確認し ます。 ラ イセン ス ・ フ ァ イル等に問題があれば、 その旨の
メ ッ セージが表示されますので、 内容を確認し修正し ます。

Linux の場合

　 ラ イセン ス ・ デーモンの起動には Radiant 3.2 をデフ ォル ト 設定でイ ン ス ト ールし た場合

/usr/local/radiant/3.2/ispfpga/bin/lin64/lmgrd -l /usr/local/radiant/3.2/license/license.log -c   
/usr/local/radiant/3.2/license/license.dat

1.5.3 フ ローテ ィ ング ・ ラ イセン スの設定 （ク ラ イ アン ト 側）

1.5.3.1 Windows 環境変数の設定

　 ク ラ イ アン ト 側では、 サーバーにア ク セスするための環境変数の設定を行います。

　 環境変数を設定するには、 まず Windows のコ ン ト ロールパネル上で ” システム ” を ク リ ッ クする と開 く
ウ ィ ン ド ウで、 左端 リ ス ト 内の ” システムの詳細設定 ” を選択し ます。 次に表示される ” システムのプロパ
テ ィ ” ウ ィ ン ド ウでタブ [ 詳細設定 ] を選択し ます。 そ こ で表示の一番下にあ る 『環境変数』 ボタ ンを ク リ ッ
クする と、 ユーザ環境変数と システム環境変数の一覧が表示されている ウ ィ ン ド ウが開き ます。

　 このウ ィ ン ド ウで、 システム環境変数の ”LM_LICENSE_FILE” を編集し ます。 変数の行を選択し て 『編集』
ボタ ンを ク リ ッ ク し て編集を開始し ます。 別ウ ィ ン ド ウが開いてグ ラ フ ィ カルに個々の変数の編集や順序が
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容易に変更でき ます。 追加する場合は 『新規』 や 『参照』 ボ タ ンで操作し て行います。 編集が終了する と、
複数の変数があ る場合は ”;” で区切って羅列されるのがわか り ます。

　 ク ラ イ アン ト のフ ローテ ィ ング設定変数はラ イセン スサーバー名と TCP/IP ポー ト 番号を以下のよ う に追
加し ます。

ポー ト 番号 @ サーバー名記述例 　 27007@Lattice_license_server

図 1-21. ウ ィ ン ド ウズのシステム環境変数設定

1.5.3.2 Linux 環境変数の設定

　 環境変数はホームデ ィ レ ク ト リ にあ る ”.bashrc” （bash の場合） を編集する こ と で設定でき ます。 環境変数
”LM_LICENSE_FILE” に値を追加する場合は、 以下のよ う に記述し ます。 （bash 以外を使用し ている場合は、
使用し ているシェルに沿って環境設定を行 う よ う にし ます。）

export LM_LICENSE_FILE= ポー ト 番号 @ サーバー名

　 -- 記述例

export LM_LICENSE_FILE=27007@Lattice_license_server

　 設定が正し ければ、 Radiant が起動する よ う にな り 、 サーバー側のロ グフ ァ イルに以下のよ う にア ク セス ロ
グが記録されます。

ラ イセン ス を確保し た時間 (Lattice) OUT: "LSC_RADIANT" ユーザ名 @ ク ラ イ アン ト PC 名

ラ イセン ス を開放し た時間 (Lattice) IN: "LSC_RADIANT" ユーザ名 @ ク ラ イ アン ト PC 名

　 ラ イセン ス を確保できない場合は、 以下の点などについて確認し ます。

• ラ イセン ス ・ フ ァ イルは （FEATURE も含めて） 有効か、 指定フ ォルダにあ るか

• サーバー側でラ イセン ス ・ デーモンが起動し ているか

• ネ ッ ト ワーク接続は問題ないか

• 同時使用ク ラ イ アン ト 数が上限に達し ていないか

• サーバー側で指定し た TCP ポー ト が開放されているか

• “LM_LICENSE_FILE” 環境変数の記述は期待通 り か （TCP/IP ポー ト 番号、 パス記述に全角など無効文
字がないか、 重複し て古い変数が残っていないか、 等々）
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1.6 ラ イセン ス ・ デバッ ガー
　 Radiant のラ イセン ス ・ フ ァ イルの有無や有効期限、 あ るいはラ イセン ス設定などに問題があ る と、 起動時 
に図 1-22 例のよ う なエラーが表示されます。

図 1-22. 起動時のエラー例

　 このよ う な場合や、 ラ イセン ス ・ フ ァ イルの有効性をチェ ッ クする際には、 ラ イセン ス ・ デバッ ガーの使
用が有用です。 ラ イセン ス ・ デバッ ガーの起動は メ ニューバーから [Help] → [License Debug] と選択し ます。

図 1-23. ラ イセン ス ・ デバッ ガーの起動

図 1-24. ラ イセン ス ・ デバッ ガー起動 （License Information タブ）
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　 図 1-24 左が起動後の例で [License Information] タブが選択されています。 「License File」 セルにはシステム   
環境変数 を 元に し た設定が表示 さ れ、 「Feature List」 以下に検出 さ れ た フ ィ ーチ ャ ー ・ ラ イ ン セ ン ス 
（”FEATURE” ス ト リ ング） と その有効な記述があ る ラ イセン ス ・ フ ァ イル名とデ ィ レ ク ト リ が表示されます。
有効なフ ィ ーチャが見つから ない と、 こ こには表示されません。 問題があ る場合は ”Show Detail” を ク リ ッ ク 
する こ と で、 図 1-24 右のよ う にエラーについての詳細が確認でき ます。

図 1-25. 指定フ ァ イル内の特定フ ィ ーチャーをチェ ッ ク

　 [License Debug] タブを選択し て意図する フ ァ イルのフ ィ ーチャー記述を確認でき ます （図 1-25 例）。

　 これらの情報によ って、 システム環境変数やラ イセン ス ・ フ ァ イルの所在または内容が正しいかど う かを
判別する手助け と な り ます。 なお 「License File」 セルは本来システム環境変数が反映されていますが、 過去 
の履歴を保持し ている場合があ り ます。 必要に応じ て編集する こ と ができ ます。

1.7 バージ ョ ン ・ ア ッ プデー ト

1.7.1 ア ッ プデー ト 情報と イ ン ス ト ール方法

　 Radiant では メ ジ ャー・ア ッ プデー ト 以外にもデバイ スサポー ト の更新などでマイナーなア ッ プデー ト が行
われる こ と があ り ます。

　 起動後にア ッ プデー ト ・ パッ ケージ （サービ スパッ ク） 有無のチェ ッ クは、 メ ニ ューから [Help] → [Check
for Updates] と選択する と（図 1-26）、小ウ ィ ン ドーが出て表示されます。最新の場合は図のよ う に ”No updates   
found” と な り ます。

図 1-26. Radiant のア ッ プデー ト 情報の表示例

1.7.2 ア ッ プデー ト 履歴の参照

　 Radiant のア ッ プデー ト の履歴は、 メ ニ ューバーから ”Help” → ”About Lattice Radiant Software” と選択する    
と開 く ウ ィ ン ド ウの [Installation History] タブを選択する と、 イ ン ス ト ールやア ッ プデー ト の履歴が表示され 
ます。

--- *** ---
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